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１．研究計画の概要 

糖尿病女性の妊娠・出産・育児への理解を

推進する基礎教育の方法とその効果を明ら

かにし、糖尿病女性が安心して妊娠・出産・

育児に臨めるためのスタンダードケアプロ

グラムを開発し評価することを目的として

いる。 

（1）妊娠・出産・育児の体験をもつ糖尿病

女性、配偶者から、妊娠・出産や糖尿病

と妊娠等に関する知識、妊娠・出産育児

に関する身体的、精神心理的、社会的問

題、対処方法等を明らかにする。 

（2）（1）を基に糖尿病女性等を対象にした

妊娠・出産・育児に臨むスタンダードケ

アプログラムおよび教材の試案を作成

する。 

（3）（2）で作成したスタンダードケアプロ

グラムおよび教材を使って、糖尿病女性

等を対象（20～30人を予定）に試行し、

その効果を明らかにし、スタンダードケ

アプログラムの確立を図る。 

 

２．研究の進捗状況 

（1）前年度までの評価を基に糖尿病女性、 

配偶者がもっている妊娠・出産・育児

に関する問題・課題の要素を抽出した。

結果、糖尿病女性の妊娠出産に関する

正しい知識・技術の習得、糖尿病と妊

娠出産に関する正しい知識の習得、周

囲との関係性を築くコミュニケーショ

ン能力の向上、糖尿病女性の妊娠出産

に関する周囲の理解を促進、妊娠出産

への自己効力感を高める、が課題とし

て明らかになった。 

（2）（1）および文献調査で得た結果を基 

に研究者間で、治療やセルフケア行動

をしっかり行うことがよい血糖コント

ロールにつながり、安全安心な妊娠出

産育児に臨むことができ、そのことが

自分自身の人生にどのような価値ある

結果につながるかを期待できると働き

かけることになるのではないかと考え

た。それを踏まえて、「糖尿病女性が安

心して安全に妊娠出産育児に臨めるた

めのスタンダードケアプログラム」の

試案（方法、内容、教材等）を作成し

た。試作教材として①糖尿病女性の妊

娠出産と計画妊娠、リプロダクティブ

ヘルスに関する正しい知識②糖尿病女

性の妊娠出産と血糖コントロール③コ

ミュニケーションスキルの向上④糖尿

病女性の体験談、の 4種類の DVD を作

成した。さらに、「周囲の方たちへ」の

体験談を交えた糖尿病をもつ人々を対

象としたリーフレットを作成した。 

 

３．現在までの達成度 

おおむね順調に進んでいる 

  

特に DVD 教材の試作に関しては、適切な協力

者の支援を得ることができたので試作品は

内容に課題はあるものの、順調に作成できた。 

 

 



４．今後の研究の推進方策 

考案したスタンダードプログラムの評価を

するために、研究協力者を募集し、試作した

スタンダードプログラムの効果を明らかに

する。 
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